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東北地方治水大会の開催について 

 

令和 8 年 10 月 21 日(水) 13:40～    

青森市 ウェディングプラザアラスカ 

青森県 県土整備部 河川砂防課      

 

令和８年度東北地方治水大会の事務局を担

当します青森県から、本県の紹介と大会のご案

内をさせていただきます。 

 

【青森県のすがた】 

青森県は本州最北にあり、ニューヨーク、北

京、ローマ、マドリードとほぼ同緯度に位置し

ています。北は津軽海峡を隔てて北海道と対

し、南は秋田、岩手両県に接するほか、東は太

平洋、西は日本海に面し、三方を海に囲まれて

います。 

総面積は約 9,645km2 で、全国第 8 位の広さ

を誇っており、世界最大規模のブナの原生林を

もつ世界自然遺産白神山地、雄大で緑豊かな八

甲田連峰や澄んだ水をたたえる神秘的な十和

田湖など、豊かな自然環境を有しています。 

一方、その自然環境を形成する県土の地形

は、県の中央部に位置する奥羽山脈が県内を二

分し、冬季は津軽地方に大雪をもたらす一方、

夏季は冷たく湿った偏東風（ヤマセ）のため、

太平洋側で低温・多湿の日が多くなります。 

県内には、わが国最大級の縄文集落跡である

三内丸山遺跡など 3,000 以上の縄文時代の遺

跡が存在します。また、日本を代表する火祭り

「青森ねぶた」、津軽の夏を彩る「弘前ねぷた」、

豪華絢爛な山車とお囃子が魅力の「八戸三社大

祭」、巨大な山車で圧倒的迫力を醸し出す「五

所川原立佞武多」のほか、春を呼ぶ豊作祈願の

お祭り「八戸えんぶり」、艶やかな桜が咲き誇

る「弘前さくらまつり」など、優れた文化観光

資源を有しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【河川の現況】 

青森県には、世界遺産白神山地を源とし、津

軽平野を流下して日本海にそそぐ岩木川、景勝

地十和田湖に源を発し、太平洋へそそぐ奥入瀬

川など、大小合わせて 290 河川あり、その水資

源は発電、かんがい、上水道等に幅広く利用さ

れています。 

本県が管理する一級河川は、岩木川水系 93

河川、馬淵川水系 13 河川、高瀬川水系 23 河川

の合計 129 河川、総延長は約 918km となりま

す。また、二級河川は、堤川水系、奥入瀬川水

系、新井田川水系など 79 水系の 157 河川あり、

総延長は約 1,003km となります。 

こ の う ち 、 県 管 理 河 川 の 要 改 修 延 長 は

1,216.5km で、県施行の改修事業としては、昭

和 21 年着手の平川や昭和 26 年着手の十川な

どの整備を進めており、令和７年度末までの整

備率は 40.3％となっています。 

ねぶたの家 ワ・ラッセ ねぶたホール 

弘前城（弘前市） 
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【近年の災害】 

本県における近年の主な災害は、令和 4 年 8

月の前線の影響によるものであり、県内の広い

範囲で浸水被害や土砂災害が発生しました。 

中でも中村川流域では、最大 24 時間雨量が

369mm に達し、観測開始以来、最高の降雨量と

なりました。また、中村水位観測所では、最高

水位 11.26m に達し、氾濫危険水位 9.70m を大

きく上回り、最高の水位となりました。このた

め沿川では浸水家屋 367 戸と甚大な被害をも

たらし、住民生活に大きな影響を及ぼしまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事業実施状況】 

（１）中村川 

 令和４年８月洪水による甚大な被害を受け

たことから、河川激甚災害対策特別緊急事業に

より、河川改修の加速化を図るとともに、令和

５年３月に策定した「中村川流域治水緊急対

策」に基づいた流域治水の取組を関係者と協働

で進めています。 

 河川管理者による河川の整備は引き続き進

めていきますが、洪水調節施設等による抜本的

な対策には時間を要すること及び気候変動の

影響による降雨量の増加や洪水発生頻度の増

加により、水災害の激甚化が予測されているこ

とから、より一層、流域全体で治水安全度の向

上を図る必要があります。 

 このような現況に対応するため、流域治水を

強く推進することを目的として、令和６年７月

に特定都市河川の指定を行いました。現在は、

これまでの河川整備や内水対策の取組を加速

させ、流域治水を計画的、効果的に進めること 

 

 

 

 

 

ができるよう、河川管理者、下水道管理者、流

域自治体及び地域住民など、中村川流域のあら

ゆる関係者の協働による総合的な浸水被害対

策を定めた「中村川流域水害対策計画」の策定

を進めているところです。 

 

（２）駒込ダム建設事業 

 青森市街地はこれまで堤川の氾濫により、昭

和 44 年 8 月、昭和 52 年 8 月、平成 11 年 10 月

と度重なる洪水被害を受けてきました。特に昭

和 44 年 8 月の台風第 9 号による大雨は、堤川

の本・支川で氾濫を引き起こし、浸水家屋 8 千

戸を超える未曾有の大水害となりました。 

そこで青森県では、堤川水系の抜本的な治水

対策として、河道整備と併せて堤川本川に下湯

ダム（昭和 63 年度完成）、駒込川に駒込ダム、

横内川に横内川多目的遊水地（平成 15 年度完

成）を整備して、堤川水系の治水安全度を概ね

1/100 まで向上させる治水計画を立案し、計画

的に整備を進めてきました。 

現在建設を進めている駒込ダムは、洪水調

節、流水の正常な機能の維持、発電を目的とし

た 、 堤 高 84.5m 、 堤 頂 長 290.1m 、 堤 体 積

317,000m3 の重力式コンクリートダムです。 

本事業は、昭和 57 年度に実施計画調査に着

手、平成 5 年度に建設事業採択、平成 31 年度 

に本体建設工事着工となり、令和 13 年度の完

成を目指して進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

駒込ダム工事状況（令和８年８月２６日） 

中村川の氾濫等による浸水状況(鰺ヶ沢町舞戸地区) 
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【東北地方治水大会の開催】 

 令和８年度東北地方治水大会が、10 月 21 日

（水）に青森市で開催されます。 

 開催地の青森市には、国内最大級の縄文集落

遺跡である特別史跡「三内丸山遺跡」がござい

ます。三内丸山遺跡は、縄文時代中期から後期

にかけて栄えた集落跡で、多数の竪穴式住居跡

や貴重な土器、石器、土偶などを間近にご覧い

ただけます。 

 また、青森市にある「ねぶたの家  ワ・ラッ

セ」は、青森ねぶた祭の魅力を伝えるミュージ

アムとして人気のスポットです。迫力あるねぶ

た山車の展示や、祭りの歴史・文化を学べるほ

か、ねぶたの衣装を着て写真撮影ができる体験

コーナーもあり、祭りの熱気を身近に感じられ

ます。 

さらに、三方を海に囲まれた青森県は、豊か

な自然環境に恵まれており、新鮮な海の幸や山

の幸が豊富です。多彩な名産品もございますの

で、この機会にご堪能ください。 

 皆さまのご参加を心よりお待ちしておりま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三内丸山遺跡 



 

 

治 水 地方治水大会増刊号 令和８年９月１４日         

北陸地方治水大会の開催について 
 

令和 8 年 10 月 23日（金）13:10～ 

富山市 ホテルグランテラス富山 

事務局：富山県土木部河川課内 

 

令和８年度の北陸地方治水大会の事務局を担

当します富山県から、本県の紹介と大会のご案内

をさせていただきます。 

 

【富山県のすがた】 

富山県は、南北にのびる日本列島の中心、本州

の中央北部に位置し、東は新潟県と長野県、南は

岐阜県、西は石川県に隣接しています。三方を急

峻な山々にかこまれ、深い湾を抱くように平野が

広がっており、富山市を中心に半径 50km という

まとまりのよい地形が特徴です。 

自然環境では、3,000ｍ級の山々が連なる立山

連峰から水深 1,000m を越える富山湾に至るまで、

高低差 4,000ｍのダイナミックで変化に富んだ地

形を有しています。植生自然比率本州一が示すよ

うに、美しく豊かな自然環境に恵まれ、四季の移

り変わりが鮮明で、多種多様な動植物が見られま

す。また、天然の巨大ダムともいえる山々からは、

１年を通じて豊かできれいな水が生まれ、水力発

電、各種用水など多目的に利用されており、暮ら

しや産業を支える重要な資源となっています。 

さらに、富山湾は海越しに 3,000ｍ級の山々を

眺めることができる世界的に稀有な景観等が評

価され、平成 26 年に「世界で最も美しい湾クラ

ブ」に加盟が承認されています。 

また、産業では、富山県はその豊富で清らかな

水を活かした米どころとしても知られ、良質米と

して評価の高いコシヒカリのほか、平成 30 年に

デビューした新品種「富富富」の生産拡大が進ん

でいます。また、チューリップ球根の出荷量が日

本一の産地でもあり、伝統ある定置網漁法による

漁業も盛んです。そして、質の高い労働力、豊富

な電力と水、充実した物産・交通網、ものづくり

の伝統、日本海側屈指の工業集積など優れた産業

基盤があります。 

さらに、「くすりの富山」として全国に知られ

る医薬品産業のさらなる発展や新たな成長産業

の育成・振興により、「ものづくり県」として一

層の飛躍を目指しています。 

本県では、富山県総合計画（令和７年 12 月策

定）の中心に「ウェルビーイング」を掲げ、基本

理念「幸せ人口 1000 万～ウェルビーイング先進

地域、富山」の実現を目指し、各部局が連携しな

がら取組みを進めています。 

県民の皆様一人ひとりが、様々な人や社会との

“つながり”の中で、日々、“自分らしく”生き

ていることに満足でき、心豊かに、幸せをずっと

実感できる富山県を目指しています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【富山県の河川の現状及び取組】 

3,000ｍ級の北アルプスや周囲の山々から一気

に富山湾へと注ぐ富山の河川は、全国的にみても

まれな急流となっており、豊かな水資源に恵まれ

ている一方で、古くから急流河川の氾濫による水

害に悩まされてきました。度重なる水害から暮ら

しを守るため、戦国時代から堤防を築いたり、河

川改修工事を行うなど、治水が富山を治めるため

の最大の課題となっていました。明治 16 年（1883）

に富山県が石川県から分県したのも、治水事業が

きっかけであり、長年にわたって治水事業が進め

られてきています。  

富山県には、一級河川５水系 216 河川、二級水

系 30 水系 102河川あり、その全延長は 1,649mに

達し、このうち 1,482km を県が管理しています。

県管理河川のうち改修が必要な延長は 744.4km

であり、426.5km（整備率 57.3%）の整備が完了し

ています（令和８年３月 31日現在）。 

海越しの立山連峰 
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近年、全国的に局地的な集中豪雨が増加傾向に

あります。富山県内の時間雨量 50mm 以上の降雨

の観測回数は、平成３年から平成 12年の平均 1.3

回／年に対し、平成 28年から令和７年は平均 3.7

回／年と、約 2.8倍に増加しており、県内の中小

河川では毎年のように浸水被害が発生していま

す。 

令和５年の豪雨では、県内で初めて線状降水帯

が観測されたほか、昨年８月には渇水状況から一

転して、大雨により、住宅の浸水被害や土砂災害

など、県民の暮らしに直結する被害が発生しまし

た。 

また、本年も７月下旬から８月上旬にかけて、

局地的な短時間の大雨があり、さらに、８月 27 日

の豪雨では、富山県西部に線状降水帯が発生し、

河川の氾濫や土砂被害により、能登半島地震の被

害が残る地域に甚大な被害が発生しました。 

このため、本県では、激甚化・頻発化する水害

に備えるため、河川改修や河道掘削などを計画的

に進めるとともに、河川・ダムに関するリアルタ

イム情報の提供など、ハード・ソフト一体での「流

域治水」の取り組みを推進し、安全で安心な川づ

くりを進めています。 

また、河川全体の自然の営みを視野に入れ、地

域の暮らしや歴史・文化との調和にも配慮し、河

川が本来有している生物の生息・生育・繁殖環境

及び多様な河川景観を保全・創出する「多自然川

づくり」を推進しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【北陸地方治水大会の開催】 

今年度の北陸地方治水大会は、10月 23日（金）

に富山市において開催されます。 

富山市は、3,000m 級の北アルプス立山連峰か

ら水深 1,000m の富山湾まで、標高差 4,000ｍの

多様な地勢と雄大な自然を誇り、神通川や常願寺

川などの大小いくつもの河川が流れる、水と緑に

恵まれた自然豊かな都市です。 

本市では、全国に先駆けて「公共交通を軸とし

た拠点集中型のコンパクトなまちづくり」を推進

し、公共交通の活性化や沿線への都市機能の集積

化などに取り組んできましたが、人口減少や超高

齢化社会の急速な進行、情報通信技術のめざまし

い発展など、都市を取り巻く社会環境の変化に対

応するため、「コンパクトシティ政策」のさらな

る深化を図るとともに、ICT等の技術を活用した

「スマートシティ政策」との融合により、誰もが

生きがいと幸福を感じながら明るい未来を展望

できる「幸せ日本一とやま」の実現を目指してい

ます。 

また、古くから「くすりのまち」として全国に

知られる本市は、薬の容器として、ガラス瓶を製

造していた歴史から、「ガラスの街づくり」を施

策のひとつに掲げ、芸術文化や産業の振興に取り

組んでいます。 

市内を走る路面電車の沿線には、世界的建築家

の隈研吾氏が設計した複合施設「ＴＯＹＡＭＡキ

ラリ」内にあり、国内外の現代グラスアート作品

を展示する「ガラス美術館」をはじめ、北前船交

易で栄えた「岩瀬エリア」、運河を囲むように広

がる緑豊かな水辺空間の「富岩運河環水公園」な

ど、主要な観光スポットが多数ございます。会場

前にも停留所がございますので、ぜひ路面電車に
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ご乗車いただき、お立ち寄りいただければと思い

ます。 

さらに、富山湾は「天然のいけす」とも呼ばれ、

シロエビやホタルイカ、紅ズワイガニ、ブリとい

った海の幸も豊富で、地元の寿司店で気軽に味わ

うことができるほか、名物の「ます寿司」や醤油

ベースで真っ黒なスープの「富山ブラックラーメ

ン」、グツグツと煮立った土鍋で味わう「もつ煮

込みうどん」など、個性豊かな食文化も見逃せま

せん。 

令和７年１月には、米ニューヨーク・タイムズ

紙の「2025 年に行くべき 52か所」に本市が選ば

れました。選定理由は「混雑を回避しながら、文

化的な感動とグルメを味わえる」です。先ほどご

紹介しました独自の都市文化と豊かな風土が織

りなす上質な時間を体験してみてはいかがでし

ょうか。皆様のお越しを心からお待ちしておりま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＴＯＹＡＭＡキラリと路面電車（セントラム） 
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中部地方治水大会の開催について 
 

令和８年１０月２６日(月)１４：４５～ 

名古屋市 ウィルあいち 

事務局 愛知県建設局河川課 

 

 

令和８年度中部地方治水大会の事務局を担当

いたします愛知県から、本県の紹介と大会の案内

をさせていただきます。 

 

【愛知県のすがた】 

愛知県は日本列島のほぼ中央に位置し、西は三

重県、北は岐阜県、東は静岡県及び長野県に接し、

南は伊勢湾、三河湾及び太平洋に面しています。

県土面積は約５，１７０㎢で、県内には濃尾平野

や岡崎平野、豊橋平野が広がる一方、東部には奥

三河の山々が連なり、多様な地形を有しています。 

また、自動車産業をはじめとする我が国有数の

ものづくり産業が集積しています。 

さらに、名古屋城、熱田神宮、国宝犬山城をは

じめとする歴史や文化に彩られた魅力ある観光

資源が数多く存在し、多くの人々が訪れています。 

 

▲国宝犬山城と木曽川（犬山市） 

（出典「国宝犬山城のホームページ」） 

 

【河川の現況】 

愛知県には木曽川、庄内川、矢作川、豊川をは

じめとする多くの河川が流れており、豊かな水資

源は古くから農業、工業及び都市活動を支える基

盤となってきました。 

一方で、尾張地域には全国有数の海抜ゼロメー

トル地帯が広がり、人口や資産が集積しているこ

とから、洪水や高潮による被害を受けやすい地域

特性を有しています。また、都市化の進展に伴う

流出量の増加などにより、治水対策が重要な課題

となっています。 

 

【近年の主な災害と事業実施状況】 

本県では、昭和３４年９月の伊勢湾台風により

高潮や洪水による未曾有の被害が発生し、３，０

００人を超える尊い命が失われました。 

また、平成１２年９月には東海豪雨が発生し、

庄内川・新川流域を中心に記録的な豪雨となり、

多数の河川で越水や破堤が発生しました。さらに、

平成２０年８月末豪雨や平成２３年９月の台風

第１５号による豪雨災害など、大規模な浸水被害

を幾度となく経験しています。 

 
▲伊勢湾台風により冠水した新川河口付近（名古屋市港区南陽町） 

 

 

▲新川（名古屋市西区･清須市）▲天白川（名古屋市天白区） 

     平成１２年９月東海豪雨 

 

近年は気候変動の影響により降雨が激甚化・頻

発化しており、水災害リスクは一層高まっていま

す。このため、本県では防災・減災、国土強靱化

に向けた取組を着実に進めています。 

本県では、都市化の進展が著しく、早急に治水

安全度を向上させることが困難となった新川流

域及び境川流域において、昭和５０年代から総合
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治水対策に取り組んできました。従来の河川改修

を進めるとともに、流域が有する保水・遊水機能

の保全等に努めるため、流域の関係機関と連携し、

雨水貯留施設等の整備を進めています。 

また、平成１８年に新川流域を、平成２４年に

境川流域を特定都市河川流域に指定し、下水道事

業等との連携を一層強化しながら、治水安全度の

向上に取り組んでいます。 

 

こうした状況を踏まえ、本県では流域全体のあ

らゆる関係者が協働して取り組む「流域治水」を

推進しています。 

ハード対策の主な事業としては、大規模特定河

川事業により矢作川水系広田川流域において、菱

池遊水地の整備を進めています。菱池遊水地は、

洪水時に河川の水を一時的に貯留することによ

り下流域の浸水被害軽減を図る施設であり、今年

度の完成に向け事業を推進しています。また、上

部空間を活用した地域活性化や自然環境の創出

にも取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲菱池遊水地の上部空間活用イメージ図 

 

さらに、同事業により豊橋市を流れる柳生川で

は地下河川の整備を進めるとともに、海抜ゼロメ

ートル地帯を抱える尾張地域では日光川２号放

水路の整備を進めるなど、浸水被害の軽減に向け

た対策を推進しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲柳生川大規模特定河川事業（豊橋市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲日光川２号放水路大規模特定河川事業（一宮市） 

 

ソフト対策としては、河川監視カメラや水位計

等を活用した河川ＤＸを推進するとともに、水

門・排水機場等の耐震化を進め、南海トラフ地震

等の大規模災害への備えにも取り組んでいます。 

 

流域治水の推進とあわせて、本県では「矢作川・

豊川カーボンニュートラルプロジェクト」を推進

しています。矢作川流域及び豊川流域をモデルケ

ースとして、「水循環」をキーワードに、流域の自

治体、企業及び関係機関が連携し、再生可能エネ

ルギーの創出、省エネルギー化、森林保全等に取

り組んでいます。その取組の一つとして、菱池遊

水地の上部空間を活用した太陽光発電施設の導

入を進めるなど、治水と脱炭素の両立を図りなが

ら、流域全体でカーボンニュートラルの実現を目

指しています。 

 

 

 

▲水循環とＣＮ 

 

【中部地方治水大会の開催】 

 令和８年度の中部地方治水大会は、１０月２６

日（月）に愛知県で開催いたします。 

本県は自動車産業をはじめとするものづくり

産業の集積地として発展を続けるとともに、キャ

ベツやトマトなどの野菜、菊やバラなどの花の生

産も盛んで、多様な産業が地域の活力を支えてい
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ます。 

また、リニア中央新幹線の開業を見据え、名古

屋駅周辺ではスーパーターミナル化をはじめと

するまちづくりが進められるなど、さらなる飛躍

に向けた取組が進んでいます。 

加えて、２０２２年に開園したジブリパークや、

昨年に開業した国内最大級の多目的アリーナで

あるＩＧアリーナ（愛知国際アリーナ）が、新た

な魅力として注目を集めています。 

食の魅力も豊富で、ひつまぶし、味噌かつ、手

羽先などの「なごやめし」をはじめ、三河湾や伊

勢湾の海の幸、県内各地で生産される多彩な農産

物もお楽しみいただけます。 

大会にお越しの際には、ぜひ愛知県の魅力もあ

わせてお楽しみください。 

皆様のお越しを心よりお待ち申し上げます。 

 

 

▲ジブリパーク「ジブリの大倉庫」（長久手市） 

（ジブリパークのチケットは予約制です） 

 

 

▲ＩＧアリーナ（名古屋市） 

 

 

 

© Studio Ghibli 
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近畿地方治水大会の開催について 

 

令和８年 10 月 7 日（水）１４：００～ 

神戸市 神戸朝日ホール 

兵庫県土木部河川整備課 

     

令和８年度近畿地方治水大会の事務局を

担当します兵庫県から、本県のＰＲと大会の

ご案内をさせていただきます。多くの皆様の

ご参加をお待ちしています。 

 

【兵庫県のすがた】 

兵庫県は、面積 8,401km2、人口 530 万人を

有し、地理的には、北は日本海、南は瀬戸内

海、太平洋に面する特徴を持つとともに、県

の成り立ちから旧五国（摂津、播磨、但馬、

丹波、淡路）で構成されており、広大な県土

に様々な気候、風土が存在し、多様な歴史文

化、伝統が息づいていることから、日本の縮

図といわれています。ちなみに、青森県から

山口県までの本州を旅行するとき、必ず通っ

てしまうのが兵庫県であるという「なぞな

ぞ」はよくご存知だと思います。 

県北部は、冬季は降雪による降水量が多

く、円山川などが日本海へ向かって北流する

一方、県南部は平野部が多く、比較的降水量

の少ない温暖な気候で、加古川や揖保川など

が瀬戸内海へ流れ込んでいます。本県中央部

に位置する丹波市には、標高 100m を切る本

州では最も低い中央分水界があり、日本海側

と瀬戸内海側に分かれて流れていくところ

を間近に見ることができます。 

 

【河川の現況】 

本県には、一級河川５水系、327 河川、

二級河川 92 水系、358 河川、合計 97 水系、

685 河川があり、これら河川法の適用され

る河川の総延長は 3，494km に及びます。 

また、一級河川のうち、直轄河川管理区

間は 180km、指定区間は 1，593km となって

います。 

 

【インフラ整備の進め方】 

本県では、平成 13 年度から各県民局・

センターごとに事業箇所を明示した社会

基盤整備プログラムを策定し、インフラ整

備を推進してきました。 

これまでの事業の進捗状況等を踏まえ

るとともに、改めて地域の課題やニーズを

的確に捉え、インフラ整備を計画的かつ透

明性を確保し推進するため、令和６年４月

に新たに「ひょうごインフラ整備プログラ

ム※」を策定しました。 

河川改修等については、頻発する風水害

に備える総合的な治水対策として、風水害

が激甚化･頻発化していることを踏まえ、

河川の事前防災対策や高潮対策等を重点

的に推進しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【流域治水対策の取り組み】 

現在、防災・減災、国土強靱化として流

域のあらゆる関係者が協働してハード・ソ

フトが一体となった流域治水の取組が推

進されています。さらに、気候変動による

水災害の激甚化・頻発化に対応するため、

既存施設の徹底活用を図りつつ、河川整備

計画等の見直しや河川、ダム等の整備を推

進するとともに、災害リスクを踏まえたま

ちづくり・住まい方の工夫の加速化・深化

※ひょうごインフラ整備プログラムの概要  

①目的  

地域の課題やニーズを的確に捉え、インフラ整備を

計画的かつ透明性を確保し推進  

②対象事業（総事業費１億円以上を対象）  

土木・農林所管のインフラ整備事業  

③対象施設  

道路、河川、砂防、港湾、下水道、公園、ほ場  等  

④計画期間  

10 年間（令和６～15 年度）   

前期：令和６～10 年度  後期：令和 11～15 年度  

⑤事業箇所の基本的な考え方  

・分野別計画 (津波対策・高潮対策・土砂災害対  

策等 )に位置づけた事業を重点実施  

・分野別計画以外でも、地域創生支援、地域課題  

の解決に資する事業を重点実施  
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が図られています。 

本県では、局地的大雨等による浸水被害

を防ぐため、全国に先駆け平成 24 年４月

に「総合治水条例」を施行しました。河川

や下水道を整備する「ながす」対策に加え、

ため池などを活用して、雨水を一時的  に

貯留・浸透させる「ためる」対策、浸水が

発生した場合でも被害を軽減する「そなえ

る」対策を組み合わせ、県下全域で推進し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ “ながす”対策（河川対策） 

流下能力不足を解消するための河道対

策、洪水調節池等による都市浸水対策、高

潮の影響による浸水被害を防ぐ対策およ

びダムによる対策など、地域の状況に適し

た取り組みを計画的に推進しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ “ためる”対策（流域対策） 

雨水を一時的に貯留したり、地下に浸透

させることにより、流出を抑制する流域対

策を推進しています。具体的には、校庭貯

留、田んぼダム、ため池・利水ダムの治水

活用等に取り組んでいます。これまでの取

組により、令和７年度末時点で約 1,300 万

㎥の雨水貯留量(東京ドーム 10 杯分)を確

保しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ “そなえる”対策（減災対策） 

災害時に県民の的確な避難判断・行動、

市町の水防活動及び避難勧告発令等を支

援するため、迅速･的確な災害危険情報の

発信、防災知識の普及･啓発による県民の

自助意識の喚起、防災訓練等による災害対

応能力の向上等、減災対策を推進していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【最後に 近畿地方治水大会の開催】  

本年度の大会は、１０月７日（水）に神戸朝

日ホールにおいて、開催いたします。特別講演

は、気象予報士で流域治水アンバサダー（防災

気象情報）の堀奈津子様より、「変わる気候  防

災情報をもっと身近に」をテーマにご講演をいた

だくことになっています。 

近年の気候変動に伴う水災害の激甚化・頻

発化に備えるため、流域治水をはじめとする事

前防災対策の推進に向けた重要な大会となりま

すので、多くの皆様にご参加いただきますようお

願い申し上げます。 

 

武庫川（尼崎市・西宮市）改修状況  

 

校庭貯留の事例  

 

小学校での出前講座  
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中国地方治水大会の開催について 
 

令和 8 年 10 月 14日（水）13:00～ 

山口市 ＫＤＤＩ維新ホール 

山口県土木建築部河川課 

 

 今年度の中国地方治水大会事務局を担当しま

す山口県から、本県の紹介と大会のご案内をさせ

ていただきます。 

 

【山口県のすがた】 

山口県は本州の西端に位置し、三方が海に開か

れ、東西に中国山地が走り、大きくは、瀬戸内海

沿岸地域、内陸山間地域、日本海沿岸地域の 3 つ

に分けられ、気候は概して温暖であり、地震も比

較的少なく、全体として住み良い県といわれてい

ます。 

観光面では、アメリカのニューヨーク・タイム

ズが「2024年に行くべき 52カ所」を発表し、日

本からは唯一「山口市」が選ばれました。記事で

絶賛された国宝瑠璃光寺五重塔は、70 年ぶりの

大改修を終えたばかりで、今注目のスポットです。

その他にも、日本三名橋の 1 つに数えられる「錦

帯橋」、コバルトブルーの海を貫くように伸びる

「角島大橋」など多数の観光スポットがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

＜瑠璃光寺 五重塔（山口市）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜角島大橋（下関市）＞ 

 

【河川の現況】 

 山口県は日本海・響灘・瀬戸内海と三方が海に

開かれており、山口県の河川は中央部の中国山地

を源として発しているため、流路が短く河川密度

が高いことが特徴となっています。そのため、令

和７年度現在、二級水系の数は 106 水系で全国６

位、河川数は 434 河川で北海道に次いで全国２位

となっています。 

 

＜錦帯橋（岩国市）＞ 
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 また、二級河川の総延長は 2,211.7km で、中国

地方の他の４県の総延長 1,960.8 ㎞より長い管

理延長となっています。 

 

【近年の浸水被害と治水対策】 

山口県は梅雨時期に西側の海域から流入して

くる暖湿気の影響を受けやすく、６月、７月の降

水量は中国地方の中でも比較的多い傾向にある

ことから、近年の梅雨前線豪雨により県内各地で

多くの浸水被害が発生しています。 

特に令和 5 年 6～7 月の梅雨前線豪雨では、山

口県内で線状降水帯が発生し、下関市豊田で 1 時

間降水量 106.5mmを観測するなど、観測史上最大

級の豪雨となりました。県内各地で河川の氾濫や

浸水被害、土砂災害が発生し、美祢市では厚狭川

の氾濫により多数の住宅が浸水したほか、JR 美

祢線の橋梁が流失するなど甚大な被害を受けま

した。 

県では、こうした災害から県民の生命・財産を

守るため、治水対策を着実に推進しているところ

です。中でも、大規模な浸水被害が発生した河川

については、再度の災害を防止するため、河川激

甚災害対策特別緊急事業や防災・減災、国土強靱

化関連事業等を活用し、抜本的な河川改修を重点

的に実施しています。 

ここでは、令和 5年梅雨前線豪雨により大規模

な浸水被害を受けた厚狭川について紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○厚狭川の豪雨及び河川の状況 

厚狭川は、美祢市於福町の大ヶ峠を源流とし、

伊佐川、麦川川、平原川などの支川が合流しなが

ら山陽小野田市を流下し、周防灘に注ぐ流域面積

245.6km2、流路延長 43.9kmの二級河川です。 

厚狭川流域では、平成 22 年 7 月豪雨により床

上浸水 611 戸、床下浸水 415戸の甚大な浸水被害

が発生しました。 

さらに、令和 5 年梅雨前線豪雨では、東厚保観

測所において最大 1 時間降水量 81mm、最大 24 時

間降水量 257.5mmを観測し、いずれも観測史上最

大を記録する大雨となりました。 

 

この豪雨により、美祢市区間を中心に浸水面積

約 50ha、浸水家屋約 80 戸、道路冠水により車両

7台が立ち往生するなど、広範囲で被害が発生し

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過去の浸水状況（H22.7）
山陽小野田市厚狭（厚狭駅付近）

厚狭川

厚狭駅
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○厚狭川の河川改修 

厚狭川では、過去の浸水被害を受け、全体延長

23.5km の区間で河道掘削、築堤、護岸整備を進め

ています。これまでに下流側の 5.7km区間につい

ては、河川激甚災害対策特別緊急事業等により、

橋梁の架け替えや河道拡幅などの整備を完了す

るとともに、支川桜川の改修及び大正川排水機場

のポンプ増設を実施し、洪水の流下能力が向上し

ました。 

 

これらの整備効果は、令和 5 年梅雨前線豪雨に

おいても確認されました。観測史上最大となる降

雨を記録した中でも、平成 22 年 7 月豪雨後に実

施した下流部の河川改修により、厚狭川本川の越

水や氾濫は抑制され、JR 厚狭駅周辺の浸水戸数

は平成 22 年 7 月豪雨時の 742 戸から令和 5 年梅

雨前線豪雨時には 33 戸まで大幅に減少しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、令和 5 年梅雨前線豪雨による被害を受

け、これまで未着手であった美祢市区間（12.0km）

についても令和 5年度から工事に着手し、河床掘

削などの改修を進めています。 

今後も河道掘削や築堤、護岸整備などの治水対

策を着実に推進し、流域における再度災害の防止

と住民の安全・安心の確保に取り組んでまいりま

す。 

 

【中国地方治水大会の開催】 

令和 8年度の中国地方治水大会は、10 月 14 日

（水）13時 00 分から開催いたします。会場のＫ

ＤＤＩ維新ホール（山口市）は、ＪＲ新山口駅に

直結しており、交通の便が良い場所です。 

また、山口県では、10 月～12 月に「山口デス

ティネーションキャンペーン」を開催し、期間中

だけの特別な観光コンテンツや企画で皆様をお

もてなしします。 

是非この機会に山口県を訪れていただき、山口

県各地の魅力を十分ご満喫ください。皆様のお越

しを心よりお待ちしております。 
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四国地方治水大会の開催について 
 

令和８年１０月２０日（火）１３：３０～ 

徳島市  JR ホテルクレメント徳島

徳 島 県 県 土 整 備 部 河 川 政 策 課 

 

令和８年度の四国地方治水大会の事務局を担

当します徳島県から、本県の紹介と大会のご案内

をさせていただきます。 

 

【徳島県のすがた】 

 徳島県は四国の東部に位置し、北は香川県、南

は高知県、西は愛媛県に接しています。北東部か

ら南東部にかけては瀬戸内海や紀伊水道を隔て

て近畿地方と相対しており、兵庫県の淡路島とは

大鳴門橋で結ばれ、本州から四国へ至る玄関口と

しての重要な役割を果たしております。 

地勢は山地が多く、その中央部を東西に四国山

地が走り、１，０００m 級の山々が県土を南北に

二分しています。県内の約８割が森林で覆われて

おり、山地の南面には豊かな森林地帯が形成され、

中でも標高１，９５５ｍを誇る「剣山」は「日本

百名山」の一つとして西日本第２の高さであり、

高山植物などの貴重で豊かな自然環境を育んで

います。また、四国山地の南北には、それぞれ那

賀川と吉野川という一級水系が西から東へ向か

って流れ、特に県北側を流れる吉野川は、「四国三

郎」の異名で呼ばれる日本有数の大河川であり、

その河口部には肥沃な徳島平野が形成され、古く 

から本県の社会・経済・文化の発展を支えてまい

りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【河川の現況】 

徳島県の河川は、吉野川と那賀川、これらの支

派川で形成される一級水系のほか、四国山地から

東流して直接紀伊水道、太平洋などに注ぐ二級水

系によって構成されています。一級水系は吉野川、

那賀川の２水系３６８河川に及び、その総延長は

約１，５１８㎞に達し、また、二級水系は３９水

系１２９河川あり、総延長は約４４０㎞となって

います。 

本県の河川が持つ地理的・地形的な特徴として、

まず吉野川の北側に流れ込む各支川では、河床勾

配が急であるため降雨時に急激な出水が発生し

やすく、崩壊性に富む山地の土砂を大量に押し流

すことから、河床が周囲の地盤より高くなる「天

井川」となっているものが数多く存在します。一

方、吉野川下流の各支川は、過去に幾度となく流

路の変遷を繰り返してきた歴史があり、流域のほ

とんどが平坦地で河川勾配も非常に緩やかなこ

とから、洪水時には本川である吉野川の水位上昇

による影響を強く受け、自然排水が困難となる

「内水問題」を抱える河川が多数あります。さら

に、那賀川水系及び県南部の各河川においては、

その流域を形成する複雑な山地地形と太平洋高

気圧の影響が相まって、しばしば局地的な集中豪

雨に見舞われ、これにより急激な水位上昇が発生

しやすいという特性があります。 

 

【近年の浸水被害と治水対策の推進】 

本県は、その地理的条件から台風の常襲地帯で

あり、また前述のような急峻な地形や河川特性を

有するため、古くから水害が繰り返し発生してい

ます。 

近年の主な水害としては、平成２６年８月の台

風第１１・１２号の影響により、吉野川流域では

総雨量１，４００㎜を超える記録的降雨を、また

那賀川では戦後最大流量となる９，５００㎥/sを

観測し、県内全域で２，５００戸以上の家屋が浸
日本有数の大河・吉野川（徳島市） 
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水しました。また、令和３年９月には、県南部の

海陽町で線状降水帯が発生し、観測史上１位とな

る時間雨量１２０㎜・日降水量４８３．５㎜の猛

烈な豪雨となり、７０戸以上の家屋が浸水しまし

た。 

今後、気候変動による水災害のさらなる激甚

化・頻発化が懸念される中、被害を最小化するた

め令和４年５月に一級・二級すべての水系で「流

域治水プロジェクト」の策定を完了し、「流域治水」

の考えのもと、上下流・左右岸・本支川バランス

を考慮した河川整備や、被害軽減に向けたソフト

対策の更なる充実・拡大など、あらゆる関係者と

協働でハード・ソフト両面から対策に取り組んで

います。 

 具体的なハード対策として、吉野川では、国に

おいて「無堤地区」の解消に取り組んでおり、令

和８年７月には「美馬市・沼田地区」の堤防整備

が完成しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、その上流に位置する「早明浦ダム」では、

洪水調節容量の増大を図るため、平成３０年度よ

り、放流設備の増設を行う「早明浦ダム再生事業」

が進められ、令和５年度から本体工事に着手して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに、県内最大の内水河川である吉野川の支

川「飯尾川」では、本川の洪水位に大きく支配さ

れ、甚大な浸水被害が繰り返されてきた特有の課

題があるため、流域の市町や利水関係者も参画す

る「飯尾川流域治水勉強会」を設立し、気候変動

を見据えた今後の水害対策などの検討を進めて

いるほか、県南部の阿南市を流れる二級河川打樋

川水系の「三谷川」では、低平地を流れて本川に

合流し、ポンプによる強制排水が必要となるうえ、

中流域には住宅も密集しているという厳しい地

形条件を抱えており、繰り返される浸水被害の軽

減に向けて、市や地域の皆様方と連携しながら、

本県初となる「特定都市河川」の指定を目指すな

ど、流域治水を強力に推進しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一方、ソフト対策として、本県では、令和８年

３月に４８８河川の「洪水浸水想定区域図」を作

成し、これにより国及び県が管理するすべての河

川の想定図が整備され、水害リスク情報の空白域

解消に向け、大きく前進したところです。 

地域主体の取組としては、美馬市・沼田地区や

阿南市・長生地区において、農業者が中心となり

「田んぼダム」に取り組んでいます。この取組を

さらに加速させるため、令和８年４月から堰板設

置等に要する費用を県と市町村が連携して全額

補助する新たな制度を導入しています。 

 これらの取組を、地元市町や地域の皆様と緊密

に連携し、国と一体となって推進してまいります。 

 

【大会及び水シンポジウムのご案内】 

 さて、来る１０月２０日（火）に「四国地方治

水大会」を徳島市で開催いたします。 

徳島といえば４００年以上の歴史をもつ「阿波

おどり」。毎年８月には街中が熱気に包まれ、躍動

感あふれる演舞は、見る者の心を揺さぶります。

本大会の会場から徒歩１０分の「阿波おどり会館」

完成した吉野川・沼田地区の堤防 

早明浦ダム再生事業完成イメージ図 

本県最大の内水河川・飯尾川（徳島市） 
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では、その熱気を一年中味わうことができます。

ぜひ、本場の演舞を間近でご体感ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、本県には東部に世界最大級の「鳴門の渦

潮」、西部に美しい渓谷と世界有数のラフティン

グ名所である「大歩危・小歩危」、そして南部には

日本有数のサーフスポットが広がるなど、雄大な

自然と熱気あふれる伝統文化に彩られた魅力が

県内各地にあふれております。多くの皆様のご来

場を、心よりお待ち申し上げております。 

さらに、本大会の翌週２７・２８日には「第３

０回水シンポジウム２０２６inとくしま」を開催

します。このシンポジウムでは、未来を担う高校

生をはじめ、有識者や熱心な活動団体の皆様が講

演者として登壇し、「水」の未来に向けたビジョン

と熱い想いを語ります。是非ともこちらのシンポ

ジウムへも併せてご参加くださいますようお願

い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

阿波おどり会館（徳島市） 

第３０回水シンポジウム（チラシ） 

 
ホームページ

はこちらから 
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九州地方治水大会の開催について 
 

令和 8 年 10 月 8 日（木）13:30～ 

宮崎市 ニューウェルシティ宮崎 

宮崎県県土整備部河川課 

 

 

令和 8 年度の九州地方治水大会の事務局を担

当します宮崎県から、九州地方治水大会の御案内

をさせていただきます。 

 

【宮崎県のすがた】 

宮崎県は九州の南東部に位置し、北は大分県、

西は熊本県、南は鹿児島県、東は太平洋（日向灘）

に面しています。県土面積は約 7,734㎞ 2で、九

州では 2 位、全国では 14 位の広さであり、その

うち森林が 75.6％、耕地が 8.0％と緑豊かな地勢

となっています。海岸線は南北約 406 ㎞におよ

び、青島をはじめとした白砂青松の海水浴場と、

良質な波が打ち寄せる絶好のサーフスポットが

数多く存在しています。 

また、平均気温が高く、温暖な気候に恵まれ、

日照時間、快晴日数は全国でもトップクラスにあ

ることから、太陽の光がふり注ぐ「日本のひなた」

宮崎県として広くＰＲしています。一方で、降水

量も多く、豊富で良質な水資源にも恵まれていま

す。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【河川の現況】 

本県の河川はそのほとんどが九州南部の脊梁

山脈を分水嶺として東流し、日向灘に注いでいま

す。そのうち、一級水系は大淀川水系ほか 4 水系

241 河川、二級水系は一ツ瀬川水系ほか 52 水系

239 河川が流れており、合計では、58水系 480 河

川、総延長は約 2,797㎞に及びます。 

これらの河川は、山地部でＶ字型の深い渓谷

を、河口付近及び内陸盆地で沖積平野を形成して

いますが、そこに都市や農地が発達しており、梅

雨期、台風期に集中する豪雨のたびに浸水被害が

発生しています。 

本県では、計画的に河川改修に取り組んでいる

ところですが、県管理河川の整備率は、令和 7 年

度末で約 50.9％と未だに低い状況であることか

ら、県民の安全・安心な暮らしの実現に向けた、

災害に強い県土づくりを着実に推進するため、今

後とも積極的に河川改修に取り組んでいく必要

があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜お倉ヶ浜（日向市）＞ 

 

＜青島（宮崎市）＞ 
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【近年の浸水被害と治水対策】 

本県における最大規模の浸水被害は、平成 17

年 9 月の台風第 14 号によるものであり、遅い速

度で近づく台風が 3 日間で総雨量 1,000 ㎜以上

の記録的な大雨を降らせ、そのため河川が氾濫す

るなどして県内全域で約 9,200戸の家屋が床上・

床下浸水などの被害を受けました。 

直近においては、令和 4 年の台風第 14 号によ

る被害が大きく、床上・床下浸水被害が 1,158戸

の甚大な被害が発生しました。また、この台風に

よる災害発生件数は、県と市町村を合わせて

1,444箇所にものぼりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年の台風第 14 号により浸水被害を受け

た箇所では、浸水被害の解消を図るため、現在、

土地利用一体型水防災事業に取り組んでおり、早

期の事業完了を目指しています。 

一方で、ソフト対策の充実にも力を入れてお

り、本県ではこれまでに、水位計や雨量計、河川

監視カメラを県内約 440 箇所に設置し、出水時の

河川の状況等をインターネットで県民に提供す

るとともに、水災害に関する出前講座を各地区の

公民館などで開催し、洪水時に身を守るための取

組等の紹介などを行ってきています。 

そのほか、毎年出水期前までに 11 の出先機関

において、各地域の防災情報を関係者で共有する

ための防災会議と、的確かつ迅速な災害対応がと

れるように、建設業協会や測量設計業協会等と合

同で防災訓練を実施しているところです。 

また、河川管理者や流域に関わるあらゆる関係

者が協働して流域全体で治水対策を行う「流域治

水」に積極的に取り組み、ハード・ソフト一体と

なった水災害対策を推進しており、令和 5 年 2 月

までに県内 58 水系の全てについて「流域治水プ

ロジェクト」を策定しています。 

このように、流域治水による防災・減災対策を

行う上では、流域治水の重要性を一般の方にも広

く周知し、その取組について理解していただく必

要があると考えています。 

このため、本県では、県内各地で行われるイベ

ントでの出前講座や、テレビ番組への出演、

YouTube による解説動画の作成・配信など、流域

治水に関する様々なＰＲ活動を行っています。更

に、幅広い世代に流域治水の効果を実感してもら

うために、流域治水の仕組みを分かり易く体験で

きる模型や県内の流域治水の事例をまとめた「流

域治水カード」を作成し、出前講座での活用や他

の行政機関への貸し出しも行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国道 327 号 

＜令和 4 年台風第 14 号により 

甚大な被害を受けた美郷町和田地区＞ 

 ＜流域治水模型の体験状況＞ 

＜流域治水カード＞ 



 

治 水 地方治水大会増刊号 令和８年９月１４日         

また、本県の流域治水を身近に感じられる事例

として、一級河川大淀川水系小松川の流域内にあ

る宮崎県総合文化公園の芝生広場の雨水貯留機

能があります。 

宮崎県総合文化公園は、平成元年に整備された

県立公園で、公園内には県立図書館や県立美術

館、県民文化ホール等が整備されており、公園全

体に降った雨水を、起伏をつけた芝生広場に一時

的に貯留することで、河川への流出を遅らせて、

小松川流域の氾濫リスクを低減させています。貯

留面積は 41,000 ㎡で貯留量は 13,000ｍ3 となっ

ており、小松川の計画流量 58m3/sのうち 3.5m3/s

をカットしています。なお、この公園のもつ貯留

機能を多くの方に知ってもらうことを目的に、公

園内には看板を設置しており、訪れた人々にＰＲ

しています。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、本県では特定都市河川の取り組みを進め

ており、令和 8 年 3月に日南市の二級河川広渡川

水系戸高川とその流域を「特定都市河川」及び「特

定都市河川流域」に指定しました。 

戸高川流域では、平成 2 年洪水により浸水被害

が発生したことを受け、河道掘削や橋梁架替等の

河川改修を進めていましたが、令和 6 年 10 月の

線状降水帯に伴う大雨により浸水被害が発生す

るなどしたため、対策の加速化が喫緊の課題でし

た。地形特性等、流域の特徴や課題に対応するた

めには、流域治水の取り組みを加速する必要があ

り、その手法として特定都市河川に指定すること

により、法的枠組みを活用した流域治水の実効性

を高め、早期に地域の治水安全度を向上させてい

くことが可能となりました。 

本県においては、このようにハード・ソフト一

体となった治水対策に取り組み、防災・減災を図

っています。 

 

【九州地方治水大会の開催】 

開催地となります宮崎県は、豊かな自然と神話

伝承などのロマンあふれる文化や、四季折々の山

の幸・海の幸の宝庫でもあります。また、恵まれ

た気候を生かし、プロ・アマを問わず、国内だけ

でなく世界各国からスポーツ合宿やスポーツイ

ベントを誘致するなど、国内外に向けて新たな挑

戦をし続けています。 

皆様におかれましては、この機会に是非、宮崎

の美しい自然とその自然が育んだ新鮮な食材を

使ったおいしい料理や出荷量 12 年連続日本 1 位

を誇る焼酎など、お時間の許します限り御堪能い

ただければと思います。 

皆様の御参加を心からお待ちしております。 

 

 

 

 

 

 

＜宮崎県総合文化公園の貯留機能 PR 看板＞ 

＜大雨時の変化の様子＞ 

＜高千穂神楽（高千穂町）＞ 

＜宮崎牛＞ 

＜焼酎＞ 

＜キャンプ（ひなたサンマリンスタジアム宮崎：宮崎市）

＞ 

＜キャンプ（ひなたサンマリンスタジアム宮崎：宮崎市）＞ 




